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堀
辰
雄
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト

―
折
口
信
夫
〈
貴
種
流
離
譚
〉
と
の
接
点
か
ら

―

劉

娟

第
一
章

ま
え
が
き

堀
辰
雄
は
「
昭
和
十
四
、
五
年
ご
ろ
」
に
中
国
古
典
に
関
心
を
寄
せ
て

（
堀
多
恵
子
「
座
談
会

堀
辰
雄

人
と
作
品
」
（
「
四
季
」
昭

・

）
に

44

7

よ
る
）
以
来
、「
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
」
漢
籍
類
の
蔵
書
を
増
や
し
つ
つ
、

中
国
古
典
に
対
し
て
の
猛
烈
な
学
習
ぶ
り
を
示
し
て
い
た
（
神
西
清
「
高

原
の
人
」（
「
新
女
苑
」
昭

・

）
に
よ
る
）
。
そ
の
学
習
形
跡
の
一
部
を
、

25

12

彼
が
残
し
た
大
量
の
蔵
書
メ
モ
の
ほ
か
、
下
記
の
五
つ
の
ノ
ー
ト
か
ら
窺

知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴
「
支
那
古
詩
㈠
」

⑵
「
支
那
古
詩
㈡
」

⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）」

⑷
「
（
支
那
古
詩
抄
）」

⑸
「
（
花
の
話
・
詩
経
）
」

（
注
：
『
堀
辰
雄
全
集

第
七
巻
（
下
）
』
〈
筑
摩
書
房

昭

・

〉
を
参

55

6

照
。
⑴
～
⑸
の
番
号
は
本
稿
の
説
明
便
宜
上
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

「
（
杜
甫
訳
詩
）
」
の
よ
う
に
、
丸
カ
ッ
コ
つ
き
の
も
の
は
堀
以
外
の
者
に
よ

っ
て
付
け
ら
れ
た
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
ノ
ー
ト
の
う
ち
、
ノ
ー

ト
⑵
及
び
ノ
ー
ト
⑶
に
は
そ
れ
ぞ
れ

篇
の
杜
甫
訳
詩
が
収
録
さ
れ
て
い

15

る
。）

こ
れ
ら
の
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
、
稿
者
は
今
ま
で
、
ノ
ー
ト
⑸
に
お
け
る

『
詩
経
』
の
受
容
は
、
折
口
学
（
折
口
信
夫
の
学
問
）
を
意
識
し
た
上
で

の
、
未
完
成
の
万
葉
小
説
へ
の
下
準
備
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
（
「
堀
辰

雄
に
お
け
る
「
万
葉
小
説
」
へ
の
憧
憬
」
（
「
文
学
史
研
究
」
令

・

）
）
。

2

3

ま
た
、
ノ
ー
ト
⑷
に
あ
る
「
李
易
安
詞
抄
」
は
、
〈
恋
す
る
女
性
〉
の
モ

チ
ー
フ
を
中
国
閨
秀
文
学
か
ら
探
り
求
め
る
意
図
の
下
で
成
立
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
「
堀
辰
雄
と
中
国
閨
秀
文
学
」
（
「
国
語
国
文
」

令

・

）
）
。
さ
ら
に
、
堀
が
ノ
ー
ト
⑵
に
訳
し
た

篇
の
杜
甫
訳
詩
は
、

3

5

15

一
つ
の
緻
密
な
秩
序
の
下
で
組
ま
れ
た
成
都
・
虁
州
両
時
期
の
生
活
ド
ラ

マ
と
し
て
読
み
と
れ
る
可
能
性
を
提
示
し
、
訳
詩
で
表
し
た
詩
趣
が
、
堀

が
同
時
期
に
抱
え
て
い
た
二
通
り
の
〈
万
葉
小
説
〉
の
小
説
プ
ラ
ン
と
一

脈
通
じ
る
こ
と
を
論
じ
た
（
「
堀
辰
雄
「
支
那
古
詩
㈡
」
ノ
ー
ト
考
」
（
「
人

文
研
究
」
令

・

）
）
。
こ
の
よ
う
に
、
堀
の
中
国
古
典
受
容
は
そ
の
文

6

3

学
営
為
に
お
け
る
重
要
な
一
角
で
あ
る
と
、
今
ま
で
の
考
察
で
証
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
は
そ
れ
に
継
い
で
、
ノ
ー
ト
⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）
」
を
と
り
上
げ
、

「
晩
年
の
堀
の
心
情
が
仮
託
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
「
一
般
論
的
解
釈
」

（
岡
本
文
子
「
堀
辰
雄
・
杜
甫
訳
詩
考
」（
「
和
洋
女
子
大
学
紀
要

文
系
編
」
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昭

・

）
）
で
片
付
け
ら
れ
て
き
た
従
来
の
観
点
を
覆
し
、
堀
に
お
け

62

3

る
杜
甫
受
容
の
実
像
を
示
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
考
察
手
順
に
従
っ
て
論
を
展
開
し
て
い

く
。
第
二
章
は
ノ
ー
ト
自
体
へ
の
考
察
を
深
め
、
堀
が
原
詩
を
書
き
込
む

た
め
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
を
究
明
し
、
典
拠
か
ら
堀
訳
に
至
る
ま
で
の
変

容
過
程
を
整
理
し
、
ノ
ー
ト
の
生
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
い
て
第

三
章
は
、
ノ
ー
ト
の
内
容
全
体
を
再
検
討
し
、
堀
文
学
と
関
連
さ
せ
な
が

ら
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト
に
あ
る

篇
の
訳
詩
の
主
題
を
探
り
だ
す
。

15

さ
ら
に
第
四
章
は
、
折
口
信
夫
〈
貴
種
流
離
譚
〉
の
影
響
を
視
野
に
取
り

入
れ
た
上
で
、
堀
文
学
に
立
ち
戻
っ
て
ノ
ー
ト
の
成
立
内
因
を
析
出
し
、

堀
が
〈
杜
甫
〉
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
最
大
の
要
因
を
引
き
出
す
。

第
二
章

「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

、
ノ
ー
ト
と
先
行
研
究

1

「
（
杜
甫
訳
詩
）
」
ノ
ー
ト
は
、
中
判
ノ
ー
ト
の
断
片
（
縦

、

㎝
×

19

2

横

、

㎝
）

枚
を
横
長
に
用
い
、
そ
の
両
面
に
鉛
筆
と
青
鉛
筆
で
縦

12

8

24

書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
に
は

篇
の
杜
甫
訳
詩
が
収
録
さ
れ
、

15

そ
の
う
ち
の

篇
が
、
訳
詩
題
の
ほ
か
に
原
詩
題
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。

2

ノ
ー
ト
の
翻
刻
・
掲
載
は
、
内
山
知
也
の
『
堀
辰
雄

杜
甫
詩
ノ
オ
ト
』

（
昭

・

木
耳
社
）
に
お
け
る
「
王
宰
の
画
に
題
す
」
「
放
逐
せ
ら

50

12

れ
し
李
太
白
に
」
の

篇
の
活
字
化
が
嚆
矢
と
な
る
。
そ
の
後
、
筑
摩
書

2

房
版
『
堀
辰
雄
全
集

第
七
巻
（
下
）
』（
昭

・

）
に
お
い
て
は
じ
め

55

6

て
、
ノ
ー
ト
全
体
の
翻
刻
が
行
わ
れ
た
。

堀
が
日
本
語
に
し
た

篇
の
訳
詩
題
名
及
び
（
原
詩
題
目
）
は
以
下
の

15

通
り
で
あ
る
（
掲
載
順
は
筑
摩
書
房
『
堀
辰
雄
全
集

第
七
巻
（
下
）
』
に

従
い
、
詩
の
あ
て
番
号
①
～
⑮
は
稿
者
が
便
宜
上
に
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
に
記
し
て
あ
る
原
詩
題
名
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
表
示
し
、
文
字
囲
み
表
記

は
堀
に
よ
る
）
。

①
佳
人
の
歎
き
（
佳
人
）

②
王
宰
の
画
に
題
す
（
戯
題
王
宰
画
山
水
図
歌
）

③
新
婦
は
歎
き
ぬ
（
新
婚
別
）

④
放
逐
せ
ら
れ
し
李
太
白
に
（
夢
李

白
二
首

其
一
）

⑤
李
太
白
に
（
寄
李
十
二
白
二
十
韻
）

⑥
秋
の

逍
遥
（
登
高
）

⑦
晩
帰
（
野
望
）

⑧
舟
上
の
美
人
（
麗
人
行
）

⑨
李
太
白
を
憶
ふ
（
春
日
憶
李
白
）

➉
歎
き
（
秋
興
八
首

其
三
）

⑪
秋
（
秋
興
八
首

其
六
）

⑫
痛
し
き
追
憶
（
秋
興
八
首

其
八
）

⑬
若
き
日
の
友
に
（
贈
衛
八
処
士
）

⑭
異
郷
の
愁
（
秋
興
八
首

其
一
）

⑮
古
城
址
に
て
（
玉
華
宮
）

（
注
：
長
谷
部
剛
「
ド
イ
ツ
語
の
な
か
の
杜
甫
」
（
「
関
西
大
学
東
西
学
術

研
究
所
紀
要
」
平

・

）
で
は
、
筑
摩
書
房
『
堀
辰
雄
全
集

第
七
巻
（
下
）
』

27

4

は
、
ノ
ー
ト

頁
を
⑪
「
秋
」
の
後
半
部
に
充
て
て
い
る
が
、
そ
れ
は
⑭
「
異

37

郷
の
愁
」
の
後
半
部
に
相
当
し
、

頁
を
⑭
「
異
郷
の
愁
」
の
後
半
部
に
充

45

て
て
い
る
が
、
そ
れ
は
⑪
「
秋
」
の
後
半
部
に
相
当
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
本
稿
に
お
け
る
⑪
と
⑭
の
引
用
は
、
長
谷
部
説
に
従
っ
て
い
る
。
）

「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト
に
あ
る

篇
の
訳
詩
か
ら
⑦
「
晩
帰
」
を
一

15

例
と
し
て
掲
げ
る
。

東
か
ら
昇
つ
て
、
秋
の
日
が
い
ま
牧
場
を
横
切
つ
て
ゐ
る
。
そ
し

て
西
の
方
、
大
き
な
山
の
中
に
没
す
る
。
微
光
が
天
に
残
つ
て
ゐ
る
。

枯
木
が
上
の
方
だ
け
菫
銀
色
に
赫
い
て
ゐ
る
。



- 21 -

夕
方
の
風
が
木
の
枝
で
ま
だ
最
後
の
葉
を
鳴
ら
せ
て
ゐ
る
。
鶴
が
、

さ
び
し
く
、
悲
し
み
に
充
ち
て
、
そ
の
巣
の
方
へ
た
め
ら
ひ
が
ち
に

飛
ん
で
ゆ
く
、
…
…

群
鴉
が
枯
れ
た
木
の
ま
は
り
に
啼
き
立
つ
て
ゐ
る
。
半
月
が
夜
寒

に
憂
愁
に
充
ち
て
昇
つ
て
く
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
「
（
杜
甫
訳
詩
）
」
に
つ
い
て
触
れ
た
論
考
に
、
以
下
の

点
が
あ
る
。

4・
内
山
知
也
「
堀
辰
雄
の
《
支
那
趣
味
》
」（
「
日
本
近
代
文
学
」
昭

・

）

46

5

・
岡
本
文
子
「
堀
辰
雄
・
杜
甫
訳
詩
考
」
（
「
和
洋
女
子
大
学
紀
要

文
系

編
」
昭

・

）

62

3

・
長
谷
部
剛
「
ド
イ
ツ
語
の
な
か
の
杜
甫

―
堀
辰
雄
の
「
杜
甫
訳
詩
」

と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に

―
」（
「
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」

平

・

）

27

4

・
長
谷
部
剛
「
堀
辰
雄
の
杜
甫
訳
詩
に
つ
い
て
（
承
前
）
」
（
「
関
西
大
学

東
西
学
術
研
究
所
紀
要
」
平

・

）

29

4

最
初
の
内
山
論
は
正
面
か
ら
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト
を
論
じ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
後
に
ノ
ー
ト
の
典
拠
だ
と
さ
れ
る

P
firsichbluten

aus

C
hina

（1922
E
rnst

R
ow
ohlt

V
erlag

）
に
あ
る

篇
の
ド
イ
ツ
語
訳
に

17

つ
い
て
、
堀
が
朱
筆
で
詩
題
、
詩
人
名
及
び
漢
詩
原
詩
本
文
を
書
き
込
ん

で
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
典
拠
の
特
定
は
じ
め
後
出
論
考
の
た
め
に
重
要

な
ヒ
ン
ト
を
提
示
し
て
い
る
。
次
の
岡
本
論
は
、
ノ
ー
ト
に
あ
る

篇
の

4

訳
詩
を
対
象
に
論
じ
、
「
堀
と
杜
甫
詩
と
の
接
点
に
、
折
口
信
夫
に
よ
る

霊
魂
観
が
大
き
く
介
在
す
る
」
と
主
張
す
る
。
そ
の
上
で
、
「
直
接
折
口

的
霊
魂
観
に
結
び
つ
く
」
こ
と
が
難
し
い
残
り
の
詩
は
、
「
訳
出
の
意
図

を
問
う
こ
と
自
体
」
が
「
無
意
味
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
続
く
長
谷
部

論
で
は
ノ
ー
ト
自
体
の
検
討
に
力
点
を
置
き
、
典
拠
の
特
定
や
、
堀
が
推

定
で
き
な
か
っ
た

篇
の
訳
詩
の
原
詩
調
査
等
に
お
い
て
成
果
を
上
げ
て

8

い
る
。
さ
ら
に
長
谷
部
は
、
堀
訳
と
典
拠
の
ド
イ
ツ
語
訳
を
対
照
的
に
掲

げ
、
堀
は
杜
甫
の
原
詩
か
ら
で
は
な
く
、
「
ド
イ
ツ
語
訳
を
そ
の
ま
ま
和

訳
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
最
後
の
同
氏
に
よ
る
論
考
は
、
堀
の
も
う
一

つ
の
杜
甫
訳
詩
ノ
ー
ト
「
支
那
古
詩
㈡
」
（
第
一
章

ノ
ー
ト
⑵
）
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
で
、
ノ
ー
ト
⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
と
ノ
ー
ト
⑵
「
支
那

古
詩
㈡
」
に
は
、
共
通
的
な
収
録
訳
詩
が

篇
あ
る
。
堀
が
ド
イ
ツ
語
訳

4

を
典
拠
に
し
て
ノ
ー
ト
⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
を
訳
す
時
点
で
は
、
そ
れ
ら

篇
の
漢
詩
原
詩
を
悉
く
特
定
で
き
な
か
っ
た
。
の
ち
に
森
槐
南
『
杜
詩

4講
義
』
（
大

文
会
堂
書
店
）
な
ど
の
杜
甫
の
注
釈
書
を
参
照
す
る
こ

1

と
に
よ
っ
て
、
「
秋
興
八
首
」
に
あ
る

篇
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
改

4

め
て
そ
れ
ら
を
ノ
ー
ト
⑵
に
訳
し
た
と
い
う
経
緯
を
推
定
し
た
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
ノ
ー
ト
⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
は
、
堀
が
中
国
古
典
に
親
し
み

始
め
た
「
昭
和
十
四
、
五
年
ご
ろ
」（
堀
多
恵
子
「
座
談
会

堀
辰
雄

人

と
作
品
」
（
本
稿
「
第
一
章
」
に
既
出
）
）
か
ら
、
『
杜
詩
講
義
』
を
入
手
し

た
昭
和

年

月
（

月

日

堀
多
恵
子
宛
書
簡
）
ま
で
の
成
立
だ
と

17

7

7

23

明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
堀
が
用
い
た
漢
詩
原
詩
の
テ
キ
ス
ト
の
究
明
を
含
む
ノ

ー
ト
の
生
成
過
程
を
追
究
し
て
い
く
一
方
、
ノ
ー
ト
の
内
容
を
再
考
し
、

堀
が
杜
詩
を
訳
す
衝
動
に
駆
ら
れ
た
内
的
必
然
性
に
肉
迫
し
て
い
く
。

、
漢
詩
原
詩
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

2
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「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト
収
録
詩
の
典
拠H

ans
B
ethge

（
ハ
ン
ス
・

ベ
ー
ト
ゲ

1876

～1946

）
の

P
firsichblüten

aus
C
hina

（
前
出
・
堀

の
命
名
に
よ
る
と
『
支
那
詞
華
集
』
、
以
下
『
詞
華
集
』
と
称
す
）
は
、

篇
80

の
詩
を
収
載
し
た
ド
イ
ツ
語
漢
詩
訳
詩
集
で
あ
る
。
中
で
も
、
杜
甫
の
詩

が
最
も
多
く

篇
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
堀
は
そ
の
う
ち
の

篇
を
日
本

17

15

語
に
訳
し
、
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
に
ま
と
め
て
い
る
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
内
山
知
也
は
早
い
段
階
か
ら
堀
の
蔵
書
を
調

査
し
、
堀
旧
蔵
の
『
詞
華
集
』
に
原
詩
の
書
込
み
が
あ
る

篇
の
詩
の
題

17

名
を
掲
げ
た
（
詩
題
と
詩
人
名
、
初
句
の
み
並
べ
て
あ
り
、
具
体
的
な
書
込

み
内
容
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
）
。

滕
王
閣
（
王
勃
）

従
軍
行
（
楊
炯
）

過
故
人
荘
（
孟
浩
然
）

幽
居

（
韋
應
物
）

落
日
（
杜
甫
）

佳
人
（
杜
甫
）

戯
題
王
宰
画
山
水
図

歌
（
杜
甫
）

新
婚
別
（
杜
甫
）

春
宿
左
省
（
杜
甫
）

登
高
（
杜
甫
）

夢
李
白
二
首
其
一
（
杜
甫
）

春
日
憶
李
白
（
杜
甫
）

玉
華
宮
（
杜
甫
）

採
蓮
曲
（
王
昌
齢
）

宋
中
（
高
適
）

田
家
雜
興
（
儲
光
義
）

春
夢

（
岑
參
）

（
傍
線
引
用
者
）

右
記
の
よ
う
に
、
杜
甫
の
詩
が
合
計

篇
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
「
落

9

日
」
「
春
宿
左
省
」
の

篇
以
外
は
す
べ
て
「
（
杜
甫
訳
詩
）
」
ノ
ー
ト
に

2

記
さ
れ
て
い
る
。
堀
は
ノ
ー
ト
に
書
い
た

篇
の
詩
の
う
ち
、

篇
（
傍

15

7

線
で
表
示
）
は
原
詩
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
、

長
谷
部
剛
は
内
山
論
を
踏
ま
え
、
内
山
論
で
触
れ
た
『
詞
華
集
』
を
典
拠

だ
と
定
め
、
残
り
の

篇
の
訳
詩
の
原
詩
を
探
り
出
し
た
。
こ
の
段
階
で
、

8

ノ
ー
ト
の
典
拠
及
び
杜
甫
の
原
詩
は
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
堀
自
身
が
漢
詩
原
詩
を
特
定
す
る
際
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
の

究
明
が
、
「
重
要
な
問
題
」
（
長
谷
部
平
成

年
論
文
）
と
し
て
残
さ
れ
て

27

い
る
の
で
あ
る
。

稿
者
は
堀
旧
蔵
『
詞
華
集
』（
神
奈
川
近
代
文
学
館
堀
文
庫
所
蔵
）
に
あ

る
堀
の
書
込
み
メ
モ
内
容
を
調
査
し
、
そ
こ
で
、
「
玉
華
宮
」
と
い
う
詩

は
、
原
詩
の
み
で
な
く
、
以
下
の
よ
う
な
解
説
内
容
も
記
さ
れ
て
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

此
詩
、
杜
甫
鄜
州
路
に
趣
き
、
離
宮
の
／
荒
廃
せ
る
を
見
、
生
を

マ

マ

憂
ふ
る
の
嘆
を
発
せ
／
る
な
り

（
注
：
「
／
」
は
堀
が
改
行
し
た
箇
所
で
あ
る
。）

堀
は
ド
イ
ツ
語
訳
詩
集
と
と
も
に
、
何
ら
か
の
漢
詩
解
説
書
を
用
い
て

「
玉
華
宮
」
を
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
上
記
の
摘
記
内
容
と
全
く

一
致
す
る
も
の
が
、
漆
山
又
四
郎
が
訳
注
し
た
『
唐
詩
選

上
巻
』
（
昭

・

岩
波
書
店
）
に
あ
る
（
「
趣
き
」
の
字
づ
か
い
も
同
じ
で
あ
る
）
。

6

5

堀
蔵
書
目
録
で
は
そ
の
本
の
所
蔵
は
確
認
で
き
な
い
が
、
彼
の
身
辺
の
人

の
記
憶
に
よ
る
と
、
「
和
本
の
唐
詩
選
を
机
に
置
い
て
」（
丸
岡
明
「
堀
辰

雄
よ
」
（
『
堀
辰
雄

人
と
作
品
』
昭

四
季
社

所
収
）
）
い
た
そ
う
で

28

あ
る
。
堀
が
漆
山
の
『
唐
詩
選
』
（
上
下
二
冊
）
を
座
右
の
書
と
し
て
親

し
み
、
更
に
ド
イ
ツ
語
訳
詩
の
原
詩
究
明
や
解
読
の
た
め
に
使
っ
て
い
た

と
推
定
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
堀
が
『
詞
華
集
』
に
書
き
込
ん
だ

篇
の
詩
の
う
ち
、
漆

17

山
の
『
唐
詩
選
』
に
は

篇
（
杜
詩
計

篇
、
う
ち

篇
は
ノ
ー
ト
に
あ

7

3

2

る
）
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
堀
は
『
唐
詩
選
』
と
と
も
に
他
の
テ
キ

ス
ト
も
参
考
に
し
た
よ
う
だ
が
、
残
り
の

篇
の
二
次
典
拠
を
す
べ
て
同

10
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一
の
書
物
か
ら
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
杜
詩
関
係
の

も
の
に
関
し
て
は
、堀
の
書
き
込
ん
だ

篇
の
杜
詩
が
す
べ
て
収
載
さ
れ
、

9

な
お
か
つ
そ
の
原
詩
本
文
内
容
と
全
く
一
致
す
る
も
の
は
、
同
じ
く
漆
山

に
よ
る
『
杜
詩

訳
註
』（
昭

岩
波
書
店
）
が
あ
っ
た

（
一
）

。
さ
ら
に
、

4

「
支
那
古
詩
㈡
」
（
第
一
章

ノ
ー
ト
⑵
）
に
あ
る
「
茅
屋
秋
風
の
爲
に

破
ら
る
る
の
歌
」
と
い
う
詩
題
の
日
本
語
訳
及
び
、
「
柟
樹
為
風
雨
所
抜

タ
ン

歎
」
と
い
う
詩
の
制
作
時
期
（
永
泰
元
年
三
月
）
も
同
書
を
参
照
し
て
い

る
（
前
掲
拙
論
「
堀
辰
雄
「
支
那
古
詩
㈡
」
ノ
ー
ト
考
」
）
。
た
だ
し
、
前
述

の
「
玉
華
宮
」
と
い
う
詩
の
解
説
文
は
、
「
此
詩
は
、
杜
甫
鄜
州
路
に
趨

い
て
経
見
す
る
所
を
記
し
、
兼
ね
て
家
に
至
る
情
況
を
述
べ
し
な
り
」
と

あ
り
、
上
掲
の
堀
メ
モ
内
容
と
異
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
堀
が
同
氏
の
二

書
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
杜
詩
を
読
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
ノ
ー
ト
の
生
成
過
程
に
お
い
て
、
漆
山
の
テ
キ
ス
ト
が
実
際

に
関
与
し
た
か
ど
う
か
、
以
下
は
『
詞
華
集
』
に
着
目
し
な
が
ら
そ
の
点

を
解
き
明
か
し
て
い
く
。

、
典
拠
か
ら
堀
訳
へ

―
洋
書
か
ら
漢
詩
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す

3

る
方
法

『
詞
華
集
』
に
収
載
さ
れ
る
訳
詩
は
基
本
的
に
、
仏
語
漢
詩
訳
詩
集

P
oésies

de
l
'
époque

des
Thang

（H
ervey

Saint
D
enys,

1862
A
m
yot

・
以
下
『
唐
詩
』
と
称
す
）
及
び
、Le

L
ivre

de
Jade

（Judith
G
autier,

1867

A
lphonse

L
em
erre

・
以
下
『
玉
書
』
と
称
す
）
か
ら
採
っ
た
詩
を
更
に
ド

イ
ツ
語
に
重
訳
し
た
も
の
で
あ
る

（
二
）

。

世
紀
半
ば
ま
で
は
、
西
洋
に
お
け
る
漢
詩
の
紹
介
は
普
及
し
て
お
ら

19
ず
、
『
唐
詩
』
と
『
玉
書
』
の
二
つ
の
漢
詩
訳
詩
集
は
、
「
ア
メ
リ
カ
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
唐
詩
の
紹
介
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
す
」
（
門
田
真

知
子
『
ク
ロ
ー
デ
ル
と
中
国
詩
の
世
界
』
平

・

加
賀
出
版
）
も
の
で

10

2

あ
る
。
前
者
は
「
初
め
て
の
中
国
詩
の
原
詩
か
ら
の
訳
」
（T

R
A
D
U
IT
E
S

D
U
C
H
IN
O
IS
P
O
U
R
L
A
P
R
E
M
IÉ
R
E
F
O
IS

）
と
の
副
題
が
あ
る
よ
う

に
、
漢
詩
翻
訳
の
嚆
矢
で
あ
る
。
後
者
は
小
説
家
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ゴ
ー

チ
ェ
の
娘
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
処
女
作
で
あ
り
、
発
表
さ
れ
て

か
ら
瞬
く
間
に
話
題
を
呼
び
、
海
外
で
広
く
翻
訳
さ
れ
て
漢
詩
西
洋
訳
の

ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
漢
詩
の
翻
訳
も
、
こ

の
両
書
に
触
発
さ
れ
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

が
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
の
『
玉
書
』
は
芥
川
龍
之
介
に
「
八
分
ま
で
は
」

「
創
作
」
（
「
パ
ス
テ
ル
の
龍
」
（
「
人
間
」
大

・

）
）
と
言
わ
れ
て
い
る

11

1

よ
う
に
、
そ
の
『
玉
書
』
を
典
拠
の
一
つ
に
し
た
『
詞
華
集
』
も
、
「
中

国
詩
の
印
象
訳
に
す
ぎ
ず
、
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
ト
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
さ
ら
に

歪
め
て
訳
詩
と
し
た
形
跡
が
あ
る
」（
門
田
真
知
子
『
ク
ロ
ー
デ
ル
と
中
国

詩
の
世
界
』
前
出
）
も
の
で
あ
る
。
堀
が
ノ
ー
ト
に
訳
し
た

篇
の
杜
詩

15

の
中
、

篇
し
か
原
詩
に
辿
り
つ
け
な
か
っ
た
の
は
、
典
拠
の
時
点
で
は

7

す
で
に
漢
詩
原
詩
の
意
味
内
容
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。本

章
第

節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
長
谷
部
は
「
ド
イ
ツ
語
訳
を
そ
の
ま

1

ま
和
訳
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
稿
者
は
さ
ら
に
『
詞
華
集
』
か
ら
堀

訳
に
至
る
ま
で
の
変
容
過
程
を
整
理
し

（
三
）

、
堀
が
ド
イ
ツ
語
典
拠
に
か

な
り
忠
実
に
従
っ
て
い
た
こ
と
を
細
部
に
渡
っ
て
確
認
で
き
た
。
前
述
の

漆
山
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て

篇
の
漢
詩
原
詩
を
特
定
で
き
た
に
も
関
わ

7

ら
ず
、
彼
が
実
際
に
訳
詩
を
為
す
に
あ
た
っ
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
語

の
そ
れ
に
依
拠
し
、
原
詩
に
戻
そ
う
と
す
る
形
跡
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
（
杜
甫
訳
詩
）
」
ノ
ー
ト
に
お
け
る
訳
出
行
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為
は
、
杜
詩
そ
の
も
の
よ
り
も
、
西
洋
の
色
眼
鏡
を
通
し
た
〈
杜
詩
〉
へ

の
享
受
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

堀
が
杜
詩
を
訳
し
た
昭
和

年
代
半
ば
頃
は
、
漢
詩
が
日
本
文
壇
の
舞

10

台
か
ら
退
き
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
当
時
で
は
陳
腐
化
し
時
代
に
合

わ
な
く
な
っ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
漢
詩
が
、
西
洋
人
に
よ
っ
て

面
目
一
新
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
の
は
、新
鮮
な
驚
き
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
西
洋
の
漢
詩
訳
に
触
発
さ
れ
つ
つ
、
今
ま
で
伝
統

の
一
部
と
し
て
し
か
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
中
国
古
典
を
、
改
め
て
西
洋
の

フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
面
白
味
を
覚
え
る

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
異
国
の
言
葉
を
訓
読
の
方
法
で
そ
の
ま
ま
鵜
吞

み
に
す
る
と
い
う
従
来
の
態
度
を
一
変
し
、
自
分
の
国
の
大
和
言
葉
に
吹

き
替
え
る
試
み
が
や
や
盛
ん
に
な
る

（
四
）

。

堀
の
蔵
書
目
録
を
見
る
と
、
漢
文
学
関
係
の
洋
書
が
散
見
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
彼
は
李
白
詩
集
を
英
訳
で
読
み
（
昭
和

年

月

日

堀
夫
人

17

7

23

宛
書
簡
）
、
陶
淵
明
を
ヴ
ァ
レ
リ
ー
（P

aul
V
aléry

）
の
解
説
を
も
っ
て
勉

強
し
（
前
掲
の
内
山
論
で
言
及
）
、
『
詩
経
』
を
フ
ラ
ン
ス
語
訳
で
学
ん
だ

り
し
て
（
堀
蔵
書
『
詩
経
』（
岡
田
正
三

昭

第
一
書
房
）
に
、C

hi-K
ing

11

ou
L
ivre

des
vers(

1872
P
ar
G
.
P
authier,P

aris)

の
仏
訳
を
書
き
込
ん
で
い

る
）
、
西
洋
人
が
極
東
文
化
を
異
国
情
緒
に
溢
れ
た
新
奇
な
も
の
と
し
て

見
る
時
の
み
ず
み
ず
し
い
眼
で
、
古
び
た
中
国
古
典
を
再
読
し
よ
う
と
す

る
堀
の
姿
勢
が
窺
知
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
三
章

流
離
の
運
命
を
生
き
抜
く
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
」
な
人
間

群
像

、
ノ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て

1

「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
先
行
論
と

し
て
前
述
の
岡
本
の
「
堀
辰
雄
・
杜
甫
訳
詩
考
」
が
あ
る
。
岡
本
は
堀
が

原
詩
を
特
定
で
き
た

篇
の
う
ち
の

篇
の
み
を
考
察
対
象
と
し
、
さ
ら

7

4

に
そ
の
中
の

篇
の
訳
詩
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
鳥
」
「
翼
」
「
夭
折
し
た
も
の

3

の
霊
」
な
ど
の
語
彙
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
「
折
口
信
夫
に
よ
る
霊
魂
観
が

大
き
く
介
在
す
る
」
と
主
張
す
る
。
最
後
に
、
「
杜
甫
詩
の
訳
出
と
い
う

営
為
が
成
立
し
得
た
」
作
家
の
「
内
的
必
然
性
」
を
探
り
得
な
か
っ
た
詩

に
つ
い
て
は
、
「
訳
出
の
意
図
を
問
う
こ
と
自
体
の
無
意
味
さ
を
逆
に
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
述
べ
、
「
少
く
と
も
堀
に
お
け
る
中

国
古
典
文
学
受
容
に
は
、
病
に
こ
と
よ
せ
た
切
実
さ
と
紙
一
重
の
デ
ィ
レ

ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
」

と
い
う
結
論
に
収
束
し
て
い
る
。

右
記
の
岡
本
論
を
踏
ま
え
、
「
（
杜
甫
訳
詩
）
」
ノ
ー
ト
に
あ
る

篇
の

15

訳
詩
の
内
容
を
全
体
的
に
再
考
察
す
る
（
訳
詩
の
あ
て
番
号
は
第
二
章
第

節
を
踏
襲
し
て
い
る
）
。

1
①
「
佳
人
の
歎
き
」
は
、
「
高
貴
な
家
の
出
」
で
、
「
妖
し
い
ま
で
に
美

し
い
」
一
人
の
女
の
、
「
不
幸
」
な
運
命
を
語
る
。

②
「
王
宰
の
画
に
題
す
」
は
、
「
千
里
の
国
々
を
」
「
一
枚
の
紙
」
に
収

め
た
壮
大
な
山
河
図
を
描
い
て
い
る
。

③
「
新
婦
は
歎
き
ぬ
」
は
、
「
日
暮
に
」
「
新
婦
」
と
な
り
、
「
日
の
出

に
」
、
夫
が
「
辺
境
の
守
備
」
に
赴
い
た
一
人
の
惨
め
な
女
を
詠
じ
て
い

る
。④

「
放
逐
せ
ら
れ
し
李
太
白
に
」
は
、
「
気
候
」
が
「
殺
伐
」
な
遠
所

に
「
放
逐
せ
ら
れ
」
、
音
信
不
通
で
生
死
不
明
な
状
態
で
あ
る
友
李
太
白

へ
の
歌
で
あ
る
。
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⑤
「
李
太
白
に
」
は
、
「
不
死
の
者
」
、
「
清
ら
か
で
豊
か
な
、
生
命
の

泉
」
で
あ
る
詩
人
李
太
白
へ
の
賛
歌
で
あ
る
。

⑥
「
秋
の
逍
遥
」
及
び
⑦
「
晩
帰
」
は
、
「
他
郷
者
」
の
「
私
」
の
眼

に
映
っ
た
「
秋
の
慰
め
な
き
姿
」
を
描
く
。

⑧
「
舟
上
の
美
人
」
で
は
、
「
憂
愁
の
歌
を
う
た
ふ
」
と
こ
ろ
を
、
「
神

人
は
雲
の
上
か
ら
そ
れ
を
深
く
感
動
し
て
聞
い
て
ゐ
る
」
ほ
ど
の
、
「
み

じ
め
な
」
「
美
し
い
女
」
が
登
場
す
る
。

⑨
「
李
太
白
を
憶
ふ
」
は
、
「
偉
大
な
詩
人
」
李
太
白
へ
の
賛
辞
と
、

遠
く
離
れ
た
友
と
の
再
会
へ
の
祈
願
を
詠
う
。

⑩
「
歎
き
」
は
、
「
私
が
追
放
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」
地
方
の
「
陰
鬱
」
で

「
貧
相
」
な
風
景
を
綴
り
な
が
ら
、
「
私
は
ま
だ
王
の
側
で
寵
愛
せ
ら
れ

て
ゐ
た
と
き
、
自
分
の
本
分
を
尽
し
た
」
の
に
、
「
追
放
」
と
い
う
理
不

尽
な
目
に
遭
っ
て
し
ま
う
不
平
を
訴
え
る
。

⑪
「
秋
」
は
、「
追
放
せ
ら
れ
て
陰
鬱
な
孤
独
」
に
沈
ん
で
い
る
「
私
」

が
、
「
あ
く
が
れ
に
充
ち
た
目
」
で
遥
か
な
る
首
府
を
追
い
、
「
お
ゝ
、
愛

す
る
首
府
が
歌
と
踊
と
世
界
の
幸
と
で
か
が
や
い
て
ゐ
る
、
方
向
へ
首
を

回
ら
し
め
た
荒
涼
た
る
苦
悩
よ
！
」
と
嘆
じ
る
。

⑫
「
痛
し
き
追
憶
」
は
、
「
王
の
側
で
寵
愛
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
き
」
の

「
痛
ま
し
き
追
憶
」
が
喚
起
さ
れ
る
。

⑬
「
若
き
日
の
友
に
」
で
は
、
「
寂
し
く
生
き
」
て
き
た
「
年
老
い
た

漂
泊
者
」
が
、
「
二
十
年
の
長
い
別
離
」
を
経
た
「
若
き
日
の
友
に
」
再

会
し
得
て
、
友
人
か
ら
熱
い
歓
待
を
受
け
る
。

⑭
「
異
郷
の
愁
」
で
は
、「
追
放
さ
れ
て
ゐ
る
身
」
で
あ
る
「
私
」
が
、

「
遙
か
な
る
故
郷
に
到
達
で
き
な
い
」
歎
き
を
吐
く
。

最
後
の
⑮
「
古
城
址
に
て
」
で
は
、
詩
人
が
「
何
ん
と
い
ふ
君
主
が
」

建
て
た
こ
と
さ
え
分
か
ら
な
い
「
城
」
の
「
廃
址
」
に
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ

る
生
が
「
束
の
間
」
に
消
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
感
涙
す
る
。

こ
こ
ま
で
概
観
し
て
き
た
ノ
ー
ト
の
訳
詩
を
整
理
し
て
み
る
と
、
訳
詩

に
詠
わ
れ
る
人
物
は
詩
人
の
「
私
」
（
⑥
⑦
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
）
と
、
「
私
」
の

知
人
た
ち
（
李
太
白

篇
④
⑤
⑨
・
王
宰

篇
②
）
、
お
よ
び
三
人
の
「
女
」

3

1

（
①
③
⑧
）
で
あ
る
（
「
廃
墟
」
を
詠
ん
だ
⑮
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
。

「
私
」
の
心
情
や
境
遇
を
詠
っ
た

篇
の
詩
の
う
ち
、
最
初
の

篇
⑥

7

2

⑦
は
、
「
憂
愁
」
に
充
ち
た
詩
人
の
目
に
映
っ
た
「
秋
の
慰
め
な
き
姿
」

を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
⑩
⑪
⑫
⑭
の

篇
は
、
「
追
放
者
の
身
」
で
あ

4

る
こ
と
を
厭
わ
ず
に
繰
り
返
し
強
調
し
、
「
王
の
側
で
寵
愛
せ
ら
れ
た
」

時
分
の
境
遇
と
今
の
そ
れ
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
不
平
、
落
胆
、

悲
哀
の
念
が
い
よ
い
よ
強
ま
り
、
幸
と
栄
華
と
で
充
ち
た
首
府
・
故
郷
へ

の
無
限
な
「
あ
く
が
れ
」（

五
）

と
な
る
。
残
り
の
⑬
は
、
主
旋
律
の
痛
々
し

い
心
情
と
や
や
違
っ
て
、
友
人
と
の
再
会
と
歓
待
を
受
け
る
と
い
う
少
し

心
の
暖
か
み
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

低
音
部
に
は
や
は
り
「
何
処
の
国
か
ら
こ
の
年
老
い
た
漂
泊
者
は
来
た
か
」

と
い
う
沈
痛
な
リ
ズ
ム
が
流
れ
て
い
る
。「
私
」
を
め
ぐ
る

篇
の
詩
は
、

7

追
放
者
の
秋
の
望
郷
詩
群
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、

詩
人
に
と
っ
て
の
「
郷
」
は
故
郷
で
あ
り
、
都
で
も
あ
る
。

次
の
「
私
」
の
知
人
た
ち
を
め
ぐ
る

篇
は
、
友
の
李
太
白
へ
の
歌
が

4

そ
の
主
流
で
あ
る
（
④
⑤
⑨
）
。
「
偉
大
な
詩
人
」
へ
の
賛
歌
と
、
「
放
逐

せ
ら
れ
」
た
友
へ
の
心
配
と
再
会
へ
の
期
待
が
主
な
内
容
を
成
し
て
い
る
。

②
王
宰
に
関
す
る

篇
は
、
彼
の
手
に
よ
っ
て
「
芸
術
的
に
仕
上
げ
」
ら

1

れ
て
い
る
絵
を
讃
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

篇
は
、
芸
術
家
へ
の
賛
歌

4

と
、
「
放
逐
」
さ
れ
た
友
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
の
三
人
の
「
女
」
を
詠
じ
た
詩
は
、
①
と
⑧
に
そ
れ
ぞ
れ
登
場
す

る
の
は
、
「
高
貴
な
家
の
出
」
で
、
「
妖
し
い
ま
で
に
美
し
い
」
「
不
幸
」
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な
「
一
人
の
女
」
と
、
「
神
人
」
を
「
深
く
感
動
」
さ
せ
る
よ
う
な
「
情

ぶ
か
い
妖
怪
の
や
う
〈
な
〉
」
「
み
じ
め
な
」
「
美
し
い
女
」
で
あ
る
。
前

者
は
戦
乱
の
中
で
の
独
り
で
漂
う
身
と
な
り
、
後
者
は
あ
た
か
も
天
界
か

ら
追
放
さ
れ
た
よ
う
な
「
塵
芥
の
中
に
浮
べ
ら
れ
た
、
貧
し
い
花
」
と
象

る
。
尊
さ
・
美
し
さ
・
惨
め
さ
が
二
人
の
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。
③
は

「
辺
境
の
守
備
」
に
遣
ら
れ
た
夫
と
の
離
別
の
悲
し
み
を
耐
え
ざ
る
を
得

な
い
「
か
は
い
さ
う
な
」
新
婦
を
描
き
、
①
と
共
に
戦
争
の
時
代
で
流
離

や
別
離
な
ど
の
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
薄
幸
な
女
性
像
と
し
て
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の

篇
は
は
か
な
い
運
命
を
生
き
抜
く
気
高
い
女
性
像

3

を
詠
っ
た
も
の
と
言
え
る
。

以
上
の
⑮
を
除
く

篇
の
訳
詩
を
通
し
て
、
芸
術
へ
の
謳
歌
の
エ
ピ
ソ

14

ー
ド
（
②
⑤
を
中
心
に
）
を
交
え
な
が
ら
、
人
生
に
失
意
す
る
悲
劇
的
な

人
間
像
が
紡
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
悲
劇
的
要
素
」
と
し
て
、
「
追

放
」
「
放
逐
」
「
漂
泊
」
「
異
郷
」
「
離
別
」
な
ど
の
一
連
の
言
葉
が
綴
ら
れ

て
い
る
。

、
「
若
菜
の
巻
な
ど
」
と
の
関
連
か
ら

2

ノ
ー
ト
の
成
立
期
（
昭
和

・

年
頃
か
ら

年

月
ま
で
、
第
二
章
第

14

15

17

7

節
で
既
述
）
に
近
い
時
期
に
、
堀
が
書
い
た
「
若
菜
の
巻
な
ど
」
（
昭

1
・

「
創
元
」
）
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
遠
い
神
代
の
、

15

8

長
い
苦
し
い
征
伐
の
旅
を
つ
づ
け
ら
れ
た
若
い
王
子
が
、
そ
の
果
て
は
白

鳥
と
な
つ
て
天
翔
け
ら
れ
た
」
倭
建
命
の
伝
説
か
ら
、
「
そ
の
漂
泊
の
原

因
に
女
性
を
結
び
つ
け
て
考
へ
る
や
う
に
な
つ
て
く
る
」
後
世
の
物
語
群

―
「
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
と
の
哀
切
な
情
史
」
や
、
「
光
源
氏
の
須
磨

か
る
の
み
こ

か

る

の

を

と

め

へ
の
配
流
が
一
つ
の
大
き
な
主
題
を
な
し
て
ゐ
る
」
『
源
氏
物
語
』

―

に
至
る
ま
で
の
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
な
古
代
人
」
の
話
を
語
り
つ
つ
、

（
略
）
光
源
氏
と
い
ふ
も
の
を
、
或
意
味
で
日
本
古
代
の
最
後
の

ト
ラ
ヂ
ッ
ク
な
人
物
の
や
う
に
考
へ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
へ
る
の
で
す
。
ト
ラ
ヂ
デ
ィ
と
い
ふ
語
を
悲
劇
と
訳

、
、
、
、
、

、
、

し
た
の
で
は
こ
の
場
合
ど
う
も
ま
づ
い
、
鴎
外
流
に
悲
壮
劇
と
で

、
、
、

も
訳
し
た
ら
ま
あ
感
じ
が
出
ま
せ
う
が
、

―
本
来
の
ト
ラ
ヂ
デ

ィ
と
い
ふ
も
の
は
、
本
当
に
崇
高
な
人
物
が
、
運
命
の
抵
抗
に
遭

つ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
し
み
を
し
つ
つ
、
そ
の
生
涯
の
何
処
か
に

人
知
れ
ぬ
涙
の
痕
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
も
、
し
か
も
そ
の
生
得
の

崇
高
さ
を
少
し
も
失
は
ず
に
、
最
後
ま
で
生
き
抜
く
（
略
）
。

（
傍
点
堀
）

と
唱
え
る
。
そ
の
上
で
、
「
さ
う
い
ふ
漂
泊
の
悲
し
み
の
や
う
な
も
の
」

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
」
な
「
優
れ
た
人
間
の
典
型
」
は
、

源
氏
「
以
後
の
文
学
か
ら
全
く
跡
を
絶
つ
て
し
ま
つ
た
」
こ
と
を
悲
し
み
、

「
わ
が
国
の
文
学
は
、
そ
れ
か
ら
隠
者
た
ち
の
手
に
渡
つ
て
、
次
第
に
面

白
く
も
な
い
も
の
に
な
り
、
僅
か
に
そ
の
最
も
い
い
部
分
が
西
行
か
ら
芭

蕉
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
つ
て
居
」
る
が
、
「
源
氏
物
語
に
あ
る
本
当
の

意
味
で
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
な
精
神
を
生
か
さ
う
と
し
た
も
の
の
一
つ
も
な
か
つ

た
の
は
、
何
と
し
て
も
大
へ
ん
な
損
失
だ
つ
た
と
思
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ま

せ
ん
。
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

上
述
の

篇
の
訳
詩
が
強
く
堀
の
関
心
を
引
き
、
漢
詩
の
新
し
い
和
訳

14

の
試
み
を
挑
む
行
為
に
至
ら
し
め
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
近
い
時
期
に
お

け
る
「
漂
泊
の
悲
し
み
」
を
生
き
抜
い
た
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
」
な
人
間
像
へ

の
深
い
共
鳴
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
「
若
菜
の
巻
な
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ど
」
の
行
間
に
は
、
「
優
れ
た
典
型
の
流
産
」
に
対
す
る
心
痛
と
、
そ
れ

に
因
ん
で
の
自
分
の
文
学
的
野
心
が
秘
め
ら
れ
、
⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ

ー
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
「
優
れ
た
典
型
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
に
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
の
⑮
「
古
城
址
に
て
」
は
、
以
上
の

篇
の
詩
と
共
通
性
が
あ
る

14

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
詩
の
ま
と
め
乃
至
内
容
の
昇
華
と
言
え

よ
う
。
こ
こ
ま
で
の

篇
の
訳
詩
を
通
し
て
、
運
命
に
恵
ま
れ
な
い
悲
劇

14

的
な
人
間
群
像
を
紡
ぎ
出
し
た
と
言
え
る
と
す
れ
ば
、
⑮
は
、
彼
ら
の
悲

劇
的
生
涯
の
た
め
の
一
つ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
原
理
を
説
い
た
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
詩
人
の
「
私
」
が
、
度
々
「
あ
く
が
れ
に
充
ち
」

た
目
で
追
っ
て
い
た
「
歌
と
踊
と
世
界
の
幸
と
で
か
が
や
い
て
ゐ
る
」「
首

府
」
（
⑪
）
は
、
い
ず
れ
「
け
ふ
誰
が
い
ふ
こ
と
が
出
来
よ
う
、
何
ん
と

い
ふ
君
主
が
こ
の
城
を
立
て
た
か
？
」（
⑮
）
と
変
わ
り
果
て
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
「
帝
の
庭
の
中
を
あ
ち
こ
ち
歩
み
、
春
の
緑
が
彼
女
ら
の
ま
は
り

で
笑
ひ
さ
ざ
め
く
」
「
魅
惑
的
な
若
い
女
た
ち
」
（
⑫
）
や
、
「
美
装
し
て

馬
に
乗
り
、
首
府
を
近
〈
く
〉
ま
で
、
愉
し
げ
に
、
軽
々
と
乗
つ
て
ゆ
く
」

「
栄
華
と
富
」（
⑩
）
に
恵
ま
れ
て
い
た
時
代
の
寵
児
ら
は
、
い
ず
れ
「
黄

土
に
帰
」（
⑮
）
し
て
、
「
多
く
の
生
か
ら
、
い
ま
は
た
だ
君
の
墓
側
に
は

石
馬
の
み
が
残
」（
⑮
）
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
栄
華
と
享
楽
を
極
め
る
生
が
、
「
短
く
て
、
束
の
間
」（
⑮
）

で
跡
も
残
ら
ず
に
消
え
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
「
廃
墟
」
は
、
そ
の
不

変
的
な
歴
史
原
理
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
こ
の
世
に
残
れ
る
も
の

は
何
か
？
堀
自
身
が
答
え
る
の
で
あ
る
（
「
心
の
仕
事
を
」
（
昭

・
16

8

発
表
紙
誌
不
明
）
）
。

本
当
の
人
生
へ
の
道
は
悲
し
み
を
過
ぎ
り
な
が
ら
通
つ
て
ゐ
る
。

よ

そ
の
悲
し
み
を
浪
費
し
た
り
、
そ
の
果
て
る
の
を
欲
し
た
り
し
て
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故

な
ら
、
す
べ
て
の
も
の
が
死
ん
で
、
我
々
が
無
限
の
生
の
新
し
い
季

節
に
は
ひ
つ
て
ゆ
く
と
き
、
我
々
に
残
さ
れ
る
の
は
そ
の
悲
し
み
だ

け
だ
か
ら
で
あ
る
（
略
）
。

「
栄
華
」
と
「
富
」
（
⑩
）
「
幸
」
（
⑪
）
の
世
界
と
遥
か
に
遠
い
果
て

に
あ
る
「
不
幸
」
（
➀
）
な
人
達
が
、
そ
の
無
残
な
運
命
を
ひ
た
す
ら
に

耐
え
、
な
い
し
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
悲
し
み
を
養
分
と
し
て
自
ら
の
芸
術
を

培
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ
て
「
不
死
の
者
」
「
生
命
の
泉
」（
⑤
）
と
し

て
生
を
永
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
堀
文
学

で
追
い
求
め
続
け
て
き
た
「
常
に
わ
れ
わ
れ
の
生
は
わ
れ
わ
れ
の
運
命
よ

り
以
上
の
も
の
で
あ
る
」
（
「
七
つ
の
手
紙
」
昭

・

「
新
潮
」）
と
い
う

13

8

イ
デ
ー
の
表
れ
で
も
あ
る
。

、
ノ
ー
ト
か
ら
見
ら
れ
る
堀
の
編
輯
意
識

3

前
節
ま
で
で
、
〈
流
離
〉
の
要
素
を
紡
い
だ
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
」
な
人
間

群
像
の
詠
出
が
、

篇
の
杜
甫
訳
詩
の
主
題
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

15

そ
の
よ
う
な
ノ
ー
ト
全
体
に
お
け
る
内
容
の
一
貫
性
の
確
保
を
可
能
と
し

た
の
は
、
訳
者
で
あ
る
堀
の
編
輯
行
為
で
あ
る
。
そ
の
編
輯
行
為
と
は
、

堀
が
ド
イ
ツ
語
典
拠
に
あ
る
全

篇
の
杜
詩
を
概
観
し
た
上
で
、
取
捨
選

17

択
し
再
配
置
し
て
か
ら
ノ
ー
ト
に
訳
し
た
こ
と
を
指
す
。

ま
ず
は
、
ノ
ー
ト
に
訳
さ
れ
て
い
る

篇
の
詩
の
あ
て
番
号
を
踏
襲
し

15

な
が
ら
、
ド
イ
ツ
語
典
拠
『
詞
華
集
』
に
あ
る

篇
の
杜
詩
の
配
列
順
を

17

以
下
に
掲
げ
る
（
＊
は
ノ
ー
ト
に
な
い

篇
）
。

2
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⑤
、
「
＊
落
日
」
、
①
、
②
、
③
、
「
＊
春
宿
左
省
」
、
⑥
、
④
、
⑦
、
⑬
、

⑧
、
⑭
、
⑫
、
⑨
、
⑩
、
⑪
、
⑮

「
落
日
」
と
「
春
宿
左
省
」
の

篇
だ
け
は
、
そ
の
原
詩
が
ド
イ
ツ
語

2

典
拠
に
書
込
ん
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ノ
ー
ト
に
は
採
用
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
摘
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
ら
明
瞭
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
落
日
」（B

ei
Sonnenuntergang

）
は
、
春
も
た
け
な
わ
の
華
や
か
な

景
色
を
詠
っ
た
も
の
で
、
「
黄
金
色
の
太
陽
光
線
が
帳
に
差
し
当
り
、
色

と
り
ど
り
の
河
岸
あ
た
り
で
は
、
春
の
栄
光
が
既
に
完
成
さ
れ
て
い
る
」

（
『
詞
華
集
』
よ
り
拙
訳
、
以
下
同
様
。
）
か
ら
歌
い
出
し
、
「
こ
の
珍
物
の

お
酒
！
誰
が
お
前
に
こ
れ
ら
の
天
か
ら
賜
っ
た
力
を
与
え
た
だ
ろ
う
？
私

は
苦
難
が
悉
く
消
え
、
一
杯
毎
に
勇
気
が
増
し
て
い
く
こ
と
を
感
じ
る
の

で
あ
る
」
の
感
慨
を
も
っ
て
収
め
て
い
る
。
一
方
、「
春
宿
左
省
」（Schlaflos

）

は
、
天
子
の
傍
で
勤
め
る
頃
の
こ
と
を
記
述
し
た
も
の
で
、
「
日
が
沈
ん

だ
。
花
が
城
壁
の
影
の
下
で
寐
て
し
ま
っ
た
。
鳥
の
軽
や
か
な
鳴
き
声
が

枝
の
間
か
ら
奏
で
ら
れ
る
」
と
い
う
吟
咏
か
ら
始
ま
り
、
「
最
初
の
一
す

じ
の
微
か
な
曙
の
光
が
地
平
線
か
ら
顕
れ
る
と
、
私
は
起
き
て
天
子
を
朝

拝
し
に
い
く
。
」
と
歌
っ
て
い
る
。

篇
の
訳
詩
は
軽
快
な
調
子
で
詠
わ

2

れ
た
も
の
で
あ
り
、
堀
が
選
ん
だ

篇
の
沈
痛
な
心
情
と
趣
が
は
っ
き
り

15

異
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
訳
詩
の
順
番
に
関
し
て
は
、
堀
が
同
じ
主
題
を
詠
っ
た
詩
を

前
後
続
く
よ
う
に
配
列
し
よ
う
と
し
た
形
跡
が
看
取
で
き
る
（
李
太
白
を

詠
ん
だ
④
⑤
、
追
放
者
の
歌
群
の
序
奏
を
な
す
秋
の
「
慰
め
な
き
姿
」
を
歌

っ
た
⑥
⑦
、
追
放
者
の
「
私
」
の
心
情
を
深
化
さ
せ
る
方
向
に
綴
っ
た
⑩
⑪

⑫
⑬
⑭
⑮
）
。
し
か
し
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
を
す
べ
て
一
塊
に
す
る

方
法
で
は
な
く
、
Ⅰ
「
薄
幸
な
女
た
ち
」
・
Ⅱ
「
放
逐
さ
れ
た
李
太
白
へ

の
偲
び
、
芸
術
家
へ
の
賛
歌
」・
Ⅲ
「
追
放
者
の
「
私
」
」
と
い
う
三
つ
の

主
題
を
交
叉
的
に
繰
り
返
し
歌
っ
て
い
る
う
ち
に
（
Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
）
、
同
一
な
主
題
を
持
ち

つ
つ
、
展
開
が
異
な
る
話
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
主
題
が
深
ま
っ
て
い
く
。

堀
が
『
美
し
い
村
』（
昭

・

野
田
書
房
）
で
試
し
た
「
遁
走
曲
」（

六
）

フ

ウ

グ

9

4

と
い
う
音
楽
的
手
法
が
施
さ
れ
て
い
る
傾
向
さ
え
読
み
と
れ
る
。

『
詞
華
集
』
に
あ
る
杜
甫
訳
詩
群
の
再
編
輯
行
為
を
通
し
て
、〈
流
離
〉

の
要
素
が
生
か
さ
れ
た
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
」
な
人
間
群
像
の
悲
歌
が
奏
で
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
漢
詩
の
新
し
い
訳
に
挑
み
、
訳
詩
全
体
の
統
合
性
を
真

剣
に
考
慮
し
つ
つ
推
敲
し
て
ノ
ー
ト
に
書
込
む
堀
の
行
為
を
支
え
る
の

は
、
何
よ
り
も
彼
の
文
学
的
志
向
か
ら
の
杜
詩
へ
の
深
い
共
鳴
だ
と
推
察

さ
れ
る
。

次
章
で
は
、
堀
に
お
け
る
そ
の
〈
文
学
的
志
向
〉
の
具
体
像
を
示
し
な

が
ら
、
ノ
ー
ト
の
成
立
内
因
に
迫
っ
て
い
く
。

第
四
章

堀
と
折
口
信
夫
〈
貴
種
流
離
譚
〉

、〈
貴
種
流
離
譚
〉
と
の
接
点
か
ら

1

「
若
菜
の
巻
な
ど
」
で
は
、
「
優
れ
た
人
間
の
典
型
」
と
し
て
の
「
ト

ラ
ヂ
ッ
ク
な
古
代
人
」
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
前
言
し
た
。
堀
は

「
折
口
さ
ん
が
暗
示
せ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
」
と
断
っ
た
上
で
、
「
ト
ラ

ヂ
ッ
ク
な
古
代
人
」
の
事
例
を
、
遠
い
神
代
の
倭
建
命
の
伝
説
か
ら
引
き

出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
折
口
さ
ん
の
考
へ
ら
れ
る
や
う
に
」
と
引
き
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合
い
に
出
し
な
が
ら
、
「
そ
の
や
う
な
神
に
近
か
つ
た
若
い
王
子
の
旅
の

物
語
」
に
あ
る
、
「
漂
泊
の
悲
し
み
の
や
う
な
も
の
の
み
が
次
第
に
人
々

に
強
調
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
を
一
層
現
世
的
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
漂
泊
の

原
因
に
女
性
を
結
び
つ
け
て
考
へ
る
や
う
に
な
つ
て
く
る
」
傾
向
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
と
の
哀
切
な
情
史
」
を

か
る
の
み
こ

か

る

の

を

と

め

そ
の
一
典
型
と
見
な
し
、
「
そ
れ
が
い
く
つ
か
の
似
た
や
う
な
物
語
」

―
「
石

上
乙
麻
呂
の
流
離
の
歌
や
、
中

臣

宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子

い
そ
の
か
み
の
お
と

ま

ろ

な
か
と
み
の
や
か
も
り

さ

ぬ
の
ち
が
み
の
を
と
め

と
の
悲
恋
の
相
聞
」

―
に
「
姿
を
変
へ
な
が
ら
」
、
「
不
遇
な
業
平
を
そ

れ
と
な
く
主
人
公
の
や
う
に
し
た
伊
勢
物
語
」
と
い
っ
た
王
朝
物
ま
で
続

き
、「
光
源
氏
の
須
磨
へ
の
配
流
が
一
つ
の
大
き
な
主
題
を
な
し
て
ゐ
る
」

『
源
氏
物
語
』
は
、
「
最
後
の
そ
し
て
最
高
の
完
成
」
と
唱
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
一
連
の
発
言
は
、
折
口
信
夫
の
〈
貴
種
流
離
譚
〉
を
下
敷
き

に
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
大
森
郁
之
助
論
で
の
言
及
が
あ
る
（
大
森
郁

之
助
「
堀
辰
雄
に
於
け
る
所
謂
日
本
回
帰
の
虚
実
」
（
「
札
幌
大
学
教
養
部
・

短
大
部
紀
要
」
昭

・

）
）
。
し
か
し
、
そ
の
出
典
に
つ
い
て
の
考
察
は

53

9

ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

（
七
）

。
「
若
菜
の
巻
な
ど
」
が
書
か

れ
た
昭
和

年

月
ま
で
の
間
の
、
折
口
が
〈
貴
種
流
離
譚
〉
に
つ
い
て

15

8

触
れ
た
論
考
の
中
、
堀
の
発
言
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
も
の
に
、
次
の

点
が
あ
る
（
以
下
は
そ
の
共
通
部
分
の
み
を
掲
げ
る
。
な
お
、
掲
載
形
式

4は
、
発
表
年
月
「
論
考
名
」（
発
表
誌
）

―
典
型
的
な
事
例
（
類
似
事
例
）

→
論
旨
）
。

㊀
大
正

「
国
文
学
の
発
生
（
第
二
稿
）
」（
「
日
光
」
）

―
軽
皇
子
（
倭

13

建
命
・
石
上
乙
麻
呂
）
→
神
の
流
離
譚
の
形
に
、
そ
の
漂
泊
の
原
因
を

恋
と
結
び
つ
け
る
。

㊁
大
正

「
相
聞
の
発
達
」
（
草
稿
。
『
古
代
研
究
』
（
昭

大
岡
山
書

15

4

店
）
の
著
作
年
一
覧
に
よ
る
）
）

―
軽
太
子
（
宅
守
相
聞
・
乙
麻
呂

の
流
離
）。

㊂
昭
和

「
日
本
文
学
の
発
生
」
（
「
日
本
文
学
講
座
」
）

―
軽
太
子
と

8

軽
大
郎
女
（
石
上
乙
麻
呂
・
中
臣
宅
守
と
茅
上
郎
女
…
源
氏
物
語
）
→

人
生
観
を
誘
導
し
て
い
る
。

㊃
昭
和

・

「
上
代
の
日
本
人
」
（
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
）

―
貴
族
が

15

4

女
性
の
た
め
に
失
脚
し
、
悲
し
い
流
浪
の
旅
に
出
る
物
語
（
石
上
乙
麻

呂
・
中
臣
朝
臣
宅
守
…
記
紀
に
あ
る
も
の
・
源
氏
物
語
の
須
磨
と
明
石

の
巻
）
→
文
学
に
お
け
る
悲
し
み
の
発
見
は
、
日
本
人
の
情
操
の
世
界

に
お
け
る
一
大
発
見
で
あ
る
。

最
初
の

点
の
論
考
に
関
し
て
は
、
堀
が
昭
和

年
頃
か
ら
座
右
の
書

2

12

と
し
て
親
し
み
始
め
た
『
古
代
研
究
一
』
（
昭

大
岡
山
書
店
）
に
収

4

録
さ
れ
（
小
谷
恒
「
堀
辰
雄
と
折
口
信
夫
」（
昭

・

「
国
文
学
」
）
）
、
さ

38

7

ら
に
、
彼
は
㊀
㊁
に
あ
る
〈
貴
種
流
離
譚
〉
の
記
述
に
該
当
す
る
部
分
を
、

そ
れ
ぞ
れ
「
（
国
文
学
の
発
生
）」
と
「
古
代
研
究
㈡
」
ノ
ー
ト
に
書
込
ん

で
い
る

（
八
）

。
そ
れ
ら
の
点
を
鑑
み
る
と
、
堀
が
「
若
菜
の
巻
な
ど
」
を

書
く
以
前
に
、
既
に
そ
の

点
の
論
考
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
言
え
よ

2

う
。
堀
が
「
若
菜
の
巻
な
ど
」
で
言
う
折
口
に
よ
っ
て
「
暗
示
」
さ
れ
て

い
る
倭
建
命
の
事
例
（
㊀
）
や
、
軽
太
子
を
〈
貴
種
流
離
譚
〉
の
情
史
化

の
一
典
型
と
し
て
扱
う
傾
向
（
㊀
㊁
）
は
、
そ
の
あ
た
り
を
受
け
て
い
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
昭
和

年
代
前
後
に
入
る
と
、

10

折
口
の
〈
貴
種
流
離
譚
〉
を
め
ぐ
る
思
考
は
、
「
日
本
文
学
の
発
想
法
の

一
類
型
」
（
「
日
本
文
学
の
発
生
」
）
と
の
認
識
に
止
ま
ら
ず
、
「
人
生
観
」

の
「
誘
導
」
（
㊂
）
や
「
文
学
に
お
け
る
悲
し
み
の
発
見
」（
㊃
）
な
ど
の

よ
う
な
、
よ
り
深
く
思
想
性
と
関
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
ま
で
掘
り
下
げ
ら
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れ
て
い
る
。
堀
が
文
中
で
唱
え
て
い
る
文
学
に
お
け
る
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
な

精
神
」
は
、
㊃
の
い
わ
ゆ
る
「
文
学
に
お
け
る
悲
し
み
」
と
一
脈
通
じ
て

お
り
、
「
若
菜
の
巻
な
ど
」
の
中
心
論
点
の
生
成
段
階
で
は
、
㊃
に
よ
っ

て
示
唆
さ
れ
た
部
分
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト
に
詠
出
さ
れ
た

詩
の
主
人
公
の
特
徴
を
再
考
す
る
と
、
彼
ら
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
流
離
の

悲
し
み
が
共
有
さ
れ
て
い
る
（
追
放
者
で
あ
る
「
私
」
と
「
放
逐
さ
れ
」

た
友
李
太
白
を
中
心
に
）
点
に
加
え
、「
高
貴
な
家
の
出
」（
①
）
・
「
神
人
」

と
交
感
で
き
（
⑧
）
・
「
不
死
の
者
」
「
生
命
の
泉
」（
⑤
）
と
言
う
ほ
ど
の

高
貴
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
者
た
ち
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
は
、
「
若
菜
の
巻

な
ど
」
の
唱
え
る
と
こ
ろ
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
同
じ
く
折
口
〈
貴
種

流
離
譚
〉
の
影
響
内
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
堀
が
関
心
の
触
手
を
中
国
古
典
に
伸
ば
す
際
に
も
、

常
に
折
口
の
学
問
に
牽
引
さ
れ
て
い
る
現
象
が
看
取
で
き
る
。
そ
の
こ
と

は
、
昭
和

年
あ
た
り
に
、
堀
の
裡
に
は
、
源
氏
以
後
に
途
絶
え
た
「
優

15

れ
た
人
間
の
典
型
」
と
し
て
の
〈
貴
種
流
離
譚
〉
を
、
自
ら
の
文
学
に
新

た
に
生
か
そ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
潜
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

、
堀
文
学
に
お
け
る
〈
貴
種
流
離
譚
〉
受
容
の
あ
り
方

2

堀
研
究
で
は
、
〈
貴
種
流
離
譚
〉
の
受
容
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
先

行
論
が
殆
ど
な
く
、
竹
内
清
己
と
饗
庭
孝
男
の
短
い
言
葉
で
の
言
及
に
止

ま
っ
て
い
る
。
竹
内
は
、
堀
が
「
自
己
を
下
町
の
異
種
、
つ
ま
り
鶴
、
貴

種
」
と
意
識
し
、
「
貴
種
と
し
て
あ
る
べ
き
、
あ
ら
た
な
ふ
る
さ
と
を
求

め
て
旅
立
つ
」
こ
と
が
、
「
堀
辰
雄
の
文
学
の
形
成
と
な
り
後
半
の
折
口

信
夫
と
の
邂
逅
と
な
る
」（
竹
内
清
己
「
堀
辰
雄
に
お
け
る
日
本
古
典
・
伝

統

―
資
材
と
し
て

―
」
（
「
千
葉
大
学
教
養
部
研
究
報
告
」
平

）
）
と

2

述
べ
る
。
そ
の
論
説
の
立
脚
点
は
、
概
ね
作
家
論
的
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と

言
え
る
。
つ
ま
り
、
堀
が
早
年
か
ら
抱
い
た
「
下
町
の
王
子
」
（
竹
内
清

己
「
堀
辰
雄
論
」
（
「
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
」
昭

・

）
）
と
い
う
自
意

63

10

識
、
さ
ら
に
そ
れ
を
出
発
点
に
し
て
人
生
と
文
学
の
旅
路
そ
の
も
の
を
、

一
つ
の
〈
貴
種
流
離
譚
〉
と
し
て
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、

饗
庭
孝
男
は
、
「
「
曠
野
」
の
女
主
人
公
の
、
そ
の
生
涯
の
彷
徨
と
死
に
お

わ
る
結
末
は
、
折
口
の
言
語
の
な
か
で
言
え
ば
、
い
わ
ば
「
貴
種
流
離
譚
」

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
よ
う
」
と
語
る
。
そ
の
上
で
、
「
堀
辰
雄
の
内
部

ふ
か
く
、
「
曠
野
」
の
女
と
「
花
を
持
て
る
女
」
は
通
底
す
る
要
素
に
よ

っ
て
息
づ
」
き
、「
諦
念
と
忍
耐
に
生
き
、
し
か
も
純
な
心
を
失
わ
ぬ
「
貴

種
流
離
譚
」
の
俤
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
主
張
す
る
（
『
イ
マ

ジ
ネ
ー
ル
の
考
古
学
』
平

・

小
沢
書
店
）
。
が
、
饗
庭
が
〈
貴
種
流

8

4

離
譚
〉
と
し
て
と
ら
え
た
二
点
の
作
品
の
主
人
公
の
ど
ち
ら
も
、
「
神
あ

る
い
は
神
の
よ
う
に
尊
い
種
姓
の
人
」（
西
村
亨
「
貴
種
流
離
譚
」（
『
折
口

信
夫
事
典

増
補
版
』
平

・

大
修
館
書
店

所
収
）
）
と
は
言
い
難

10

6

い
だ
ろ
う
（
『
曠
野
』
の
主
人
公
は
没
落
し
た
中
務
大
輔
の
娘
で
、
「
花
を
持

て
る
女
」
の
主
人
公
は
江
戸
の
落
ち
ぶ
れ
た
町
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た

「
母
」
で
あ
る
）
。
〈
貴
種
流
離
譚
〉
の
概
念
が
堀
文
学
に
移
植
さ
れ
る
際

に
、
「
下
町
の
王
子
」（
前
出
）
の
自
意
識
を
抱
い
た
「
堀
辰
雄
の
身
に
そ

な
わ
っ
た
」
「
一
種
の
貴
種
流
離
譚
」（

九
）

に
変
容
し
て
い
っ
た
こ
と
が
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
節
で
は
、
先
行
論
を
踏
ま
え
、
堀
文
学
か
ら
〈
流
離
〉
の
要
素
を
取

り
入
れ
た
小
説
を
抽
出
し
た
上
で
、
堀
は
〈
貴
種
流
離
譚
〉
を
い
か
な
る

意
図
の
下
で
、
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
受
容
し
て
い
た
か
を
解
き
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明
か
す
。
そ
れ
ら
の
一
連
の
考
察
に
よ
っ
て
、
ノ
ー
ト
の
成
立
内
因
に
迫

り
た
い
。

堀
の
小
説
で
、
〈
流
離
〉
の
モ
チ
ー
フ
を
織
り
込
ん
だ
も
の
は
下
記
の

通
り
で
あ
る
（
「
『
作
品
名
』
（
書
誌
）
／
〈
流
離
〉
す
る
人
物
と
そ
の
エ
ピ

ソ
ー
ト
」
の
順
で
掲
載
）
。

㈠
『
姨
捨
』（
昭

・

「
文
芸
春
秋
」）

15

7

信
濃
路
を
下
っ
て
い
く
主
人
公
の
一
行
の
旅
姿
を
以
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
閉
じ

て
い
る
。

㈡
『
朴
の
咲
く
頃
』（
昭

・

「
文
芸
春
秋
」）

16

1

「
他
所
者
」
と
し
て
「
孤
独
な
暮
し
」
を
送
り
、
「
何
処
の
誰
と
い
ふ
こ
と

よ

そ

も

の

も
な
し
に
死
ん
で
行
く
」
「
山
の
村
」
に
「
流
れ
込
ん
で
来
て
ゐ
る
爺
や
」

の
話
。

㈢
『
菜
穂
子
』（
昭

・

「
中
央
公
論
」）

16

3

「
自
分
の
一
生
を
決
定
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
」
す
る
旅
に
飛
び
出
し
、「
夭

折
者
の
運
命
」（
「
菜
穂
子
」
創
作
ノ
ー
ト
）
が
予
兆
さ
れ
る
都
築
明
。

㈣
『
目
覚
め
』
（
昭

・

「
文
学
界
」
後
に
『
楡
の
家

二
』
と
改
題
）

16

9

「
古
い
北
京
の
或
物
静
か
な
ホ
テ
ル
で
」
、
「
空
し
く
最
後
の
息
を
引
き
と
」

る
森
於
菟
彦
。

㈤
『
曠
野
』（
昭

・

「
改
造
」）

16

12

京
を
離
れ
て
近
江
へ
下
り
、
旅
先
の
近
江
で
死
を
迎
え
る
「
世
に
も
さ
み
し

い
」「
一
人
の
女
」（
「
十
月
」（
「
婦
人
公
論
」
昭

・

～

）
）
。

18

1

2

㈥
『
ふ
る
さ
と
び
と
』（
昭

・

「
新
潮
」）

18

1

旅
人
の
行
き
来
す
る
寒
村
を
舞
台
に
し
、
登
場
人
物
の
多
く
が
他
郷
者
の
姿

と
し
て
表
出
さ
れ
る
。

＊
㈦
「
十
月
」（
「
婦
人
公
論
」
昭

・

～

）
＊
未
完
成

18

1

2

「
日
本
に
仏
教
が
渡
来
し
て
き
て
、
そ
の
新
ら
し
い
宗
教
に
次
第
に
追
い
や

ら
れ
な
が
ら
、
遠
い
田
舎
の
ほ
う
へ
と
流
浪
の
旅
を
つ
づ
け
出
す
」
「
流
謫

の
神
々
」
。

＊
㈧
「
（
出
帆
）」（
生
前
未
発
表
、
昭

～

年

推
定

（
十
）

）
＊
未
完
成

19

20

難
波
津
か
ら
出
帆
し
、
筑
紫
へ
向
か
う
旅
を
た
ど
る
防
人
た
ち
。
そ
の
う

ち
、
対
馬
に
赴
く
送
糧
船
の
難
破
で
遭
難
す
る
主
人
公
の
乎
刀
良
。

「
若
菜
の
巻
な
ど
」
と
⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）」
ノ
ー
ト
を
書
い
た
昭
和
15

年
前
後
よ
り
、
病
後
の
不
毛
な
生
活
に
入
っ
た
昭
和

年
代
に
至
る
ま
で

20

の
間
は
、
堀
文
学
で
は
〈
流
離
〉
と
い
う
イ
デ
ー
が
い
き
な
り
大
き
く
育

ま
れ

（
十
一
）

、
最
晩
年
の
未
完
成
の
万
葉
小
説
（
「
＊
」
で
記
し
た
㈦
と
㈧
）

に
ま
で
長
く
尾
を
引
い
て
い
る
。
そ
の
関
心
の
執
拗
さ
を
察
す
る
に
あ
ま

り
あ
る
。

そ
の
う
え
、
上
掲
の

篇
の
小
説
（
未
完
の
二
つ
を
含
む
）
を
見
渡
す

8

と
、
〈
流
離
〉
す
る
人
物
の
結
末
は
、
い
ず
れ
も
漂
泊
の
果
に
死
去
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
【
㈡
、
㈢
、
㈣
、
㈤
、
㈧
】
。〈
貴
種
流
離
譚
〉
で
は
、

低
い
身
分
に
落
ち
て
流
離
し
辛
苦
が
極
ま
っ
た
結
果
、
元
の
場
所
に
戻
っ

て
幸
福
に
転
じ
る
か
、
は
か
な
い
生
を
終
え
る
と
い
う
二
つ
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
堀
は
そ
の
後
者
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
い
た
と
察
せ
ら

れ
る
。
似
た
よ
う
な
傾
向
は
、
堀
の
折
口
学
習
ノ
ー
ト
か
ら
も
窺
え
る
。

彼
は
「
古
代
研
究
㈡
」
ノ
ー
ト
に
、
「
ツ
レ
ナ
イ
世
ノ
中
ニ
小
サ
ク
ナ
ツ

テ
遠
国
ニ
露
命
ヲ
ツ
ナ
グ
貴
種
ノ
流
離
物
語
ヤ
、
（
略
）
純
デ
素
直
ナ
貴

種
ノ
人
ガ
色
々
ナ
艱
難
ヲ
経
タ
果
ガ
報
イ
ラ
レ
ズ
シ
テ
異
境
デ
死
ヌ
ル
悲

シ
イ
事
蹟
」
と
書
込
ん
だ
り
、
そ
の
う
え
、
「
古
代
研
究
㈠
」
ノ
ー
ト
な

ど
に
お
い
て
、
『
万
葉
集
』
で
歌
っ
て
い
る
「
異
境
デ
死
ヌ
ル
悲
シ
イ
事

蹟
」
の
用
例
を
集
め
た
り
し
て
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る

（
十
二
）

。
そ
の
よ
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う
な
現
象
に
至
ら
し
め
た
原
因
は
、
堀
文
学
の
従
来
の
イ
デ
ー
で
あ
る

〈
死
〉
〈
鎮
魂
〉
と
の
関
連
が
あ
る
ほ
か
、〈
流
離
〉
の
悲
劇
性
を
最
大
限

に
ま
で
生
か
し
た
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
」
な
文
学
を
大
き
く
育
て
て
い
こ
う
と

し
た
堀
の
意
図
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
〈
流
離
〉
し
た
果
て
に
異
境
で
は
か
な
い
生
を
終
え
る

人
物
を
次
々
と
造
形
し
な
が
ら
、
堀
最
後
の
小
説
【
㈥
】
の
辿
り
つ
い
た

涯
は
、
旅
人
の
行
き
来
す
る
寒
村

―
分
去
れ
の
村

―
で
あ
る
。
「
此

の
村
の
人
で
は
な
か
つ
た
」
お
え
ふ
・
草
平
・
し
げ
・
捨
吉
等
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
昔
の
本
陣
で
あ
る
牡
丹
屋
、
そ

の
宿
で
一
夏
を
泊
ま
っ
て
は
去
っ
て
行
く
旅
人
た
ち
が
登
場
す
る
。
さ
ら

に
そ
の
後
に
構
想
し
た
万
葉
小
説
で
は
、「
流
謫
の
神
々
」
の
群
像
（
【
㈦
】
）

や
東
国
か
ら
筑
紫
へ
向
か
う
長
い
旅
路
を
た
ど
る
防
人
の
集
団
（
【
㈧
】
）

が
描
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
人
物
に
〈
流
離
〉
の
モ
チ
ー
フ
を
取

り
入
れ
る
こ
と
か
ら
（
【
㈠
～
㈤
】
）
、
登
場
人
物
全
体
に
〈
他
郷
者
〉
・
〈
流

浪
者
〉
の
面
影
を
彷
彿
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
堀
は
、
〈
流
離
〉

を
一
つ
の
個
別
現
象
か
ら
、
集
団
的
・
普
遍
的
現
象
に
ま
で
高
め
て
い
く

方
向
へ
持
っ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

折
口
は
、
神
を
奉
じ
た
〈
ほ
か
ひ
び
と
〉
の
団
体
が
、
旅
路
の
各
地
で

散
布
し
た
〈
貴
種
流
離
譚
〉
に
よ
っ
て
、
「
陶
冶
の
足
ら
な
ん
だ
地
方
人

の
爲
に
、
深
い
人
間
と
し
て
の
教
養
を
与
へ
、
追
つ
て
は
、
文
学
の
持
つ

普
遍
の
悲
し
み
に
到
達
せ
し
め
る
や
う
に
し
て
行
つ
た
」
（
「
小
説
戯
曲
文

学
に
お
け
る
物
語
要
素
」
（
「
日
本
評
論
」
昭

・

）
）
と
唱
え
る
。
つ
ま

18

1

り
、
〈
貴
種
流
離
譚
〉
が
日
本
文
学
の
「
種
子
」
と
し
て
、
日
本
人
に
一

番
最
初
に
文
芸
の
悲
劇
性
に
触
れ
さ
せ
、
そ
の
「
文
学
心
を
培
う
た
」
の

で
あ
る
。
折
口
の
考
え
に
よ
る
と
、
「
文
学
が
、
一
番
我
々
の
心
を
打
つ

の
は
、
悲
劇
精
神
で
あ
る
」
。
「
此
を
掘
り
湛
へ
て
行
く
と
、
人
生
の
深
さ

に
触
れ
て
来
る
」（
「
日
本
文
学
の
内
容
」（
「
日
本
評
論
」
昭

・

～

・

17

8

18

）
）
。

4
そ
の
よ
う
な
折
口
の
言
説
に
出
会
っ
た
堀
は
、
〈
流
離
〉
と
い
う
モ
チ

ー
フ
の
悲
劇
性
、
及
び
普
遍
性
を
追
求
し
つ
つ
、「
人
生
の
深
さ
」（
前
出
）
、

「
文
学
と
い
ふ
も
の
の
本
来
の
す
が
た
」（
堀
辰
雄
「
伊
勢
物
語
な
ど
」（
「
文

芸
」
昭

・

）
）
の
深
層
へ
掘
り
下
げ
て
い
こ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と

15

6

は
、
昭
和

年
代
後
半
の
堀
文
学
の
大
き
な
傾
向
の
一
つ
で
あ
り
、
ノ
ー

10

ト
を
為
す
こ
と
に
至
ら
し
め
た
最
大
の
要
因
に
も
な
る
。

、〈
流
離
〉
の
詩
人

―
杜
甫
へ
の
傾
倒

3

ノ
ー
ト
⑶
「
（
杜
甫
訳
詩
）
」
は
、
「
晩
年
の
堀
の
心
情
が
仮
託
さ
れ
て

い
る
」
と
い
っ
た
「
一
般
論
的
解
釈
」
（
岡
本
論
）
で
片
付
け
ら
れ
て
き

た
こ
と
は
前
言
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
ノ
ー
ト
⑵
に
あ
る

篇
の
杜
甫
訳

15

詩
に
つ
い
て
も
、
「
流
浪
・
寂
寥
の
思
い
」（
内
山
論
）
が
詠
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
認
め
て
は
い
な
が
ら
も
、
「
出
生
の
地
で
も
あ
る
東
京
を
離
れ
」

て
軽
井
沢
に
客
居
す
る
「
堀
辰
雄
を
し
て
自
己
を
投
影
さ
せ
る
に
足
る
」

（
長
谷
部
論
）
と
い
う
結
論
に
収
束
し
て
い
る
。
し
か
し
、
堀
の
杜
詩
訳

出
行
為
、
な
い
し
杜
甫
へ
の
傾
倒
は
、
今
ま
で
の
先
行
論
で
唱
え
ら
れ
て

き
た
〈
心
境
説
〉
の
領
域
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

堀
は
鈴
木
虎
雄
の
『
支
那
文
学
研
究
』（
昭

・

弘
文
堂
書
房
）
を

2

12

学
び
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
な
傍
線
メ
モ
を
残
し
て
い
る
（
蔵
書
メ
モ
は

堀
辰
雄
文
学
記
念
館
所
蔵
堀
旧
蔵
書
に
よ
る
。
以
下
同
様
）
。

古
来
一
局
部
に
偏
在
せ
し
人
物
に
大
文
豪
な
し
。
司
馬
遷
と
杜
甫
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は
支
那
の
文
章
と
詩
の
大
宗
な
り
。
こ
の
二
人
共
に
天
下
を
周
遊

し
名
山
大
川
を
跋
渉
せ
し
人
な
り
（
略
）
。

（
傍
線
堀
）

さ
ら
に
、
彼
の
杜
詩
学
習
メ
モ
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
夥
し
い
杜
詩
の

中
で
も
、
詩
人
自
ら
「
紀
行
詩
」
だ
と
定
義
し
て
い
る
二
組
の
詩
（
「
秦

州
を
発
し
て
同
谷
に
至
る
間
の
紀
行
」
及
び
「
同
谷
成
都
間
の
紀
行
」
）
に

高
い
関
心
を
示
し
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
二
組
の

「
紀
行
詩
」
は
、
前
記
の
堀
蔵
書
『
支
那
文
学
研
究
』
の
「
杜
甫
の
紀
行

詩
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
堀
が
そ
れ
を
耽
読
し
て
い
た
こ
と
は
、
該
当

章
節
に
栞
の
紐
が
挟
ま
れ
て
い
る
ほ
か
（
一
四
九
頁
と
一
五
〇
頁
の
間
）
、

書
込
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
堀

が
そ
れ
ら
の
詩
を
、
さ
ら
に
蔵
書
《
杜
詩
銭
注
》
［
《
杜
工
部
詩
集
》
］（
銭

牧
斎
箋
注

中
華
民
国

年

世
界
書
局
）
及
び
、
《
杜
詩
偶
評

巻
一
》

24

（
沈
帰
愚
点
定

蔡
晋
伯
題
簽

賦
閒
草
堂
蔵
板
）
を
も
っ
て
丁
寧
に
調

べ
た
こ
と
は
、
両
書
の
目
録
に
あ
る
二
組
の
紀
行
詩
の
詩
題
と
一
致
す
る

も
の
に
悉
く
印
（
赤
い
色
鉛
筆
で
題
名
の
冒
頭
に
「
・
」
）
を
付
け
て
あ
る

こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

杜
甫
が
堀
の
関
心
を
惹
起
し
た
原
因
に
は
、
生
涯
の
大
半
を
羇
旅
で
費

や
し
た
詩
人
で
あ
る
側
面
が
大
き
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
同
時
に
、
杜

甫
訳
詩
ノ
ー
ト
が
書
か
れ
た
最
大
の
理
由
は
、
従
来
の
心
境
説
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
〈
貴
種
流
離
譚
〉
の
中
の
〈
流
離
〉
と
い
う
悲
劇
要

素
を
紡
い
だ
と
こ
ろ
に
こ
そ
あ
る
。

第
五
章

む
す
び

本
稿
は
、
堀
が
漢
詩
原
詩
を
特
定
す
る
際
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
漆
山

の
『
唐
詩
選
』
と
『
杜
詩

訳
註
』
で
あ
る
こ
と
を
究
明
し
た
。
さ
ら
に
、

ド
イ
ツ
語
典
拠
か
ら
堀
訳
に
至
る
ま
で
ノ
ー
ト
の
生
成
過
程
を
考
察
し
、

西
洋
人
に
よ
っ
て
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
〈
杜
詩
〉
の
享
受
に
お
い
て
堀
の

着
眼
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
ノ
ー
ト
全
体
の
内
容
を

再
考
し
、
〈
流
離
〉
の
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
「
ト
ラ
ヂ
ッ
ク
」
な
人
間
群

像
の
詠
出
の
点
に
お
い
て
ノ
ー
ト
の
主
題
を
探
り
出
し
た
。
最
後
に
、
折

口
〈
貴
種
流
離
譚
〉
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
、
ノ
ー
ト
の
訳
出
動
機
な
い

し
杜
甫
へ
の
関
心
の
所
在
を
堀
文
学
に
立
ち
戻
っ
て
追
究
し
た
。

堀
は
、
漢
詩
を
洋
書
で
読
ん
だ
上
で
、
折
口
学
の
牽
引
に
よ
っ
て
洋
書

典
拠
に
あ
る
訳
詩
を
再
組
織
し
、
訳
詩
ノ
ー
ト
を
為
し
た
と
見
え
る
。
こ

の
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
は
、
和
・
漢
・
洋
の
要
素
が
同
棲
し
、
堀
晩
年
の
志

向
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、注
目
に
値
す
る
点
が
多
々
あ
る
の
で
あ
る
。

［
注
］

（
一
）
堀
蔵
書
目
録
に
あ
る
杜
甫
関
係
の
書
籍
や
、
日
中
両
方
で
刊
行
さ
れ
た
当

時
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
杜
甫
詩
集
や
注
釈
書
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
堀
の

書
込
ん
だ

篇
の
杜
詩
を
す
べ
て
収
載
し
、
か
つ
堀
が
書
い
た
本
文
と
全
く

9

一
致
す
る
も
の
は
、
漆
山
の
『
杜
詩

訳
註
』
し
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

堀
の
書
込
ん
だ
「
新
婚
別
」
と
い
う
詩
を
例
に
し
、
調
査
対
象
書
物
（
堀
が

書
き
込
ん
だ

篇
の
詩
を
す
べ
て
収
録
し
た
書
物
を
、
日
・
中
刊
行
に
分
け

9

て
掲
載
）
と
そ
の
結
果
を
以
下
に
簡
単
に
記
す
。

・
調
査
対
象
物
（
日
）
―
『
杜
工
部
詩
醇
・
精
選
』
（
近
藤
元
粹

明
30

青
木
嵩
山
堂
）
、
『
続
国
訳
漢
文
大
成
・
杜
少
陵
詩
集
』
（
鈴
木
虎
雄

昭
3

・

国
民
文
庫
）
、
『
漢
詩
大
観
・
杜
少
陵
詩
集
』
（
佐
久
節

昭

井

7

18

田
書
店
）。

・
調
査
対
象
書
物
（
中
）
―
堀
蔵
書
（
《
杜
詩
偶
評
》
（
偶
）
、《
杜
詩
銭
注
》
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（
銭
）
、
《
杜
詩
鏡
銓
》
（
鏡
）
、
『
杜
詩
講
義
』
（
講
）
）
、
そ
の
他
（
《
読
杜
心

解
》
（
心
）
、《
杜
詩
詳
註
》
（
詳
）
、《
唐
宋
詩
醇
》
（
醇
）
）。

・
調
査
結
果
（
堀
の
書
込
み
―
各
刊
本
の
本
文
と
の
相
違
箇
所
）

「
結
髪
爲
妻
子
」
―
「
君
妻
」
（
偶
・
鏡
・
講
・
心
・
近
藤
本
・
鈴
木
本
・

佐
久
本
）

「
無
乃
太
怱
忙
」
―
「
悤
忙
」
（
偶
・
講
）

「
匆
忙
」
（
鏡
・
心
・
詳
）

「
君
今
死
生
地
」
―
「
往
死
地
」
（
偶
・
銭
・
鏡
・
講
・
心
・
醇
・
近
藤
本

・
鈴
木
本
・
佐
久
本
）

「
生
死
地
」（
詳
）

「
誓
欲
随
君
往
」
―
「
随
君
去
」
（
偶
・
銭
・
鏡
・
講
・
心
・
詳
・
醇
・
近

藤
本
・
鈴
木
本
・
佐
久
本
）

な
お
、
『
杜
詩

訳
註
』
は
『
唐
宋
詩
醇
』
を
底
本
に
し
て
い
る
と
著
者

の
漆
山
自
身
が
述
べ
る
が
、
上
掲
の
調
査
結
果
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
（
乾
隆

年
の
陳
弘
謀
重
刊
本
を
参
照
）
、
両
者
の
間
に
は
二
か
所
の
相
違
が
あ
る

25（
死
生
地
―
往
死
地
、
往
―
去
）
。
堀
は
『
杜
詩

訳
註
』
の
本
文
を
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
典
拠
に
関
す
る
記
載
は
『
詞
華
集
』
の
巻
末
に
あ
り
、

篇
の
『
詩
経
』

4

訳
詩
（C

hi-K
ing

ou
L
ivre

des
vers(

1872
Par

G
.
Pauthier,P

aris)

に
よ
る
）

を
除
く
ほ
か
、『
唐
詩
』
と
『
玉
書
』
の
二
書
に
よ
る
。

（
三
）
主
な
意
味
的
改
変
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
を
以
下
に
掲
げ
る
。
第
二
章
第

節
の
訳
詩
番
号
を
踏
襲
し
、
掲
載
形
式
は
、
堀
訳
の
後
に
［

］
内
に
稿

1者
に
よ
る
『
詞
華
集
』
の
直
訳
を
付
す
。

①
運
命
が
稀
に
彼
女
を
援
け
た
や
う
な
妖
し
い
ま
で
に
美
し
い
一
人
の
女
が

坐
っ
て
ゐ
る
［
怪
し
い
ま
で
に
美
し
い
一
人
の
女
が
坐
っ
て
い
る
。
運
命
が

稀
に
彼
女
を
助
け
る
］
。
③
そ
れ
は
わ
づ
か
に
酬
い
ら
れ
て
、
我
々
の
床
が

わ
づ
か
に
温
め
ら
れ
た
故
に
。
［
そ
れ
は
殆
ど
価
値
が
な
か
っ
た
。
我
々
の

床
は
殆
ど
温
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
、
愉
し
い
時
間
が
既
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
］
。
⑦
鶴
が
［
一
羽
の
雌
の
鸛
が
、
彼
女
の
亡
く
な
っ
た
夫
が
帰

っ
て
く
る
の
を
見
た
よ
う
に
］。
⑧
（
対
応
の
訳
文
な
し
）[

そ
こ
で
新
し
い

楽
園
が
輝
い
て
い
る]

。
⑩
窀
［
家
］、
暗
い
［
暖
か
い
］。
⑪
柳
［
円
柱
］、

後
の
［
錦
の
］。

（
四
）
漢
詩
の
新
し
い
和
訳
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、
土
岐
善
麿
『
鶯
の
卵
』（
大

ア
ル
ス
社
）
、
佐
藤
春
夫
『
車
塵
集
』
（
昭

武
蔵
野
書
院
）
、
岡
田

14

4

正
三
『
詩
経
』
（
昭

第
一
書
房
）
、
小
村
定
吉
『
邦
訳
支
那
古
詩
』
（
昭

8

椎
の
木
社
）
な
ど
が
あ
る
。
最
初
の
一
点
を
除
い
た
上
掲
の
書
物
が
堀

10蔵
書
に
も
収
蔵
。

（
五
）
「
あ
く
が
れ
」
は
「
遊
離
魂
」
と
関
わ
る
言
葉
で
あ
り
、
堀
作
品
で
は
折

口
の
影
響
を
受
け
、
「
あ
こ
が
れ
」
と
「
あ
く
が
れ
」
を
区
別
し
て
使
っ
て

い
る
こ
と
は
、
堀
竜
一
の
「
〈
幼
年
〉
と
〈
ふ
る
さ
と
〉

―
堀
辰
雄
の
「
あ

く
が
れ
」
に
関
す
る
一
考
察
」（
「
文
芸
研
究
」
昭

・

）
で
論
じ
ら
れ
て

62

5

い
る
。

（
六
）
堀
は
バ
ッ
ハ
の
「
遁
走
曲
」
に
つ
い
て
、
「
あ
の
主
題
と
応
答
と
が
代
る

代
る
現
は
れ
て
は
消
え
て
ゐ
る
う
ち
に
少
し
づ
つ
曲
が
展
開
し
て
ゆ
く

（
略
）
。
そ
の
執
拗
な
走
法
の
効
果
が
、
こ
の
頃
僕
の
中
に
小
説
の
い
ろ
ん

な
テ
エ
マ
が
ふ
と
消
え
て
ゆ
く
、
そ
の
う
ち
に
そ
れ
が
少
し
づ
つ
発
展
し
て

来
て
ゐ
る
や
う
な
気
も
す
る
、
さ
う
い
つ
た
具
合
に
そ
つ
く
り
だ
つ
た
」（
「
手

紙
（
「
美
し
い
村
」
ノ
オ
ト
）」
昭

・

野
田
書
房
）
と
述
べ
る
。

9

4

（
七
）
中
島
昭
は
、
「
折
口
信
夫
の
著
作
を
堀
が
い
か
に
読
み
、
作
品
に
取
り
入

れ
た
か
を
」
示
す
一
覧
表
を
作
り
、
「
若
菜
の
巻
な
ど
」
の
出
典
を
「
相
聞

の
発
達
」
だ
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
論
拠
な
ど
に
つ
い
て
は
触
れ

て
い
な
い
（
「
折
口
信
夫
受
容
に
つ
い
て
の
素
描
」
（
『
堀
辰
雄

―
昭
和
十

年
代
の
文
学
』
平

・

リ
ー
ベ
ル
）
）。

4

12

（
八
）
ノ
ー
ト
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
中
島
昭
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和

～

年

14

15
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月
、
昭
和

～

年
と
推
考
し
て
い
る
（
「
折
口
信
夫
受
容
に
つ
い
て
の

6

12

15

素
描
」
前
出
）。

（
九
）
こ
の
発
言
は
、
竹
内
清
己
が
堀
の
未
完
成
小
説
「
（
出
帆
）
」
に
つ
い
て
論

じ
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
（
『
堀
辰
雄
と
昭
和
文
学
』（
平

・

三
弥
生

4

6

書
店
）
）。

（
十
）
小
久
保
実
は
、
「
古
典
ノ
オ
ト
の
解
説
」
（
『
堀
辰
雄
全
集

第

巻
』
昭

10

角
川
書
店
）
に
お
い
て
、
昭
和

年

月

日
付
、
葛
巻
義
敏
宛
書
簡

40

19

12

28

に
、
「
こ
の
次
ぎ
の
仕
事
（
万
葉
も
ど
き
の
小
説
）
の
こ
と
な
ど
ぼ
ん
や
り

と
考
へ
て
ゐ
る

こ
の
冬
ぢ
ゆ
う
に
す
こ
し
位
手
を
つ
け
た
い
も
の
だ
と
思

つ
て
ゐ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
（
出
帆
）」
の
成
立
年
代
は
、「
昭
和
十
九

年
の
冬
か
ら
の
ち
、
翌
年
の
二
十
年
」
だ
と
推
定
し
て
い
る
。

（
十
一
）
昭
和

年
以
前
の
堀
作
品
で
は
、〈
旅
〉
の
要
素
が
織
り
込
ま
れ
た
作
品

15

が
散
見
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
青
春
期
の
軽
は
ず
み
な
小
さ
な
旅
で
あ
る
（
恋

の
イ
デ
ー
を
展
開
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
、
旅
の
目
的
地

の
多
く
は
神
戸
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
）
。
〈
漂
泊
〉
〈
流
離
〉
な
ど
の
「
ト

ラ
ヂ
ッ
ク
」
な
要
素
か
ら
は
や
や
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ

り
以
降
の

篇
の
小
説
（
本
文
掲
載
の
㈠
～
㈥
、
及
び
「
野
尻
」（
「
婦
人
公

8

論
」
昭

・

）
、「
花
を
持
て
る
女
」（
前
出
）
）
に
は
、
例
外
な
く
〈
流
離
〉

15

9

の
要
素
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
十
二
）「
大
伴
ノ
君
熊

凝
ハ
肥
前
国
益
城
郡
ノ
人
ニ
テ
、
年
十
八
歳
ナ
リ
。
天

く
ま
ご
り

ま

し
き

平
三
年
六
月
十
七
日
ヲ
以
テ
、
相
模
ノ
使
某
国
司
官
位
姓
名

ノ
従
者
ト
ナ
リ

テ
、
京
都
ニ
参

向
ヒ
ツ
。
天
ナ
ル
哉
。
不
幸
ニ
シ
テ
路
ニ
在
リ
テ
、
疾

ま
ゐ
む
か

ヒ
ヲ
獲
テ
、
安
藝
国
佐
伯
郡
高
庭
ノ
駅

家
ニ
テ
身
マ
カ
リ
ヌ
。
」
と
い
っ

は
ゆ
ま
や

た
内
容
が
見
ら
れ
る
。

（
り
ゅ
う

け
ん
・
大
阪
公
立
大
学
文
学
研
究
科
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）


